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はじめに
　19世紀後半のアメリカ合衆国（以下「合衆国」と略記）では、国
内的にも対外的にも人種やエスニシティをめぐる問題が山積してい
た。まず国内に目を向けると、先住民に対しては 1887年に制定され
たドーズ法が「文明化されたアメリカ人」になることを求め、拒否す
る者への強制的居住地隔離を行い、市民としての権利も否定した。19
世紀後半の多数で多様な入国移民たちもまた、その出自や移住した時
期と地域によって異なる迫害を受けていた。合衆国西部では、中国か
らの移民が増加し、低賃金で長時間働くかれらの存在は、下級労働者
からの反発を招き、社会の安定を乱すエスニック集団として認識され
ていった。その結果、合衆国社会に同化できない閉鎖的エスニック集
団とみなされた中国系移民たちは、「排華移民法」（1882年）によって、
それ以後合衆国への入国が禁止された。一方、合衆国東部では、アイ
ルランドからの移民が増加していた。かれらより以前に合衆国に渡来
していたプロテスタントを信仰する白人は、アイルランド系移民のカ
トリック信仰に対して恐怖と憎悪を持ち、徹底的な蔑視の視線を向け
た。また、アイルランド系移民が選挙において不正や買収の対象となっ
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ているとする批判の高まりは、かれらに対する差別意識をより一層厳
しいものにしていったのである。
　人種やエスニシティが重要な国内問題として広範に議論されていた
一方で、対外的事象としては 1898年の対スペイン戦争（米西戦争）
を契機とする他国の領土とその住民をめぐる問題が顕在化していた。
開戦当初から国内の世論は他国の領土の獲得政策、つまりは合衆国の
帝国主義化の是非をめぐって二分していた。合衆国の帝国主義化を推
進する立場からは、こぞって「強国としての責任」が主張され、米西
戦争で獲得した領土（キューバ・プエルトリコ・フィリピン）住民の
庇護・教育の必要が叫ばれた。逆に反帝国主義者たちは、当該地住民
の同意なしでの領有を認めないという立場を示して帝国主義者を批判
する一方で、領有に伴う移民の増加に対する危機意識を煽ったのであ
る。
　このような多様な人種、エスニシティをめぐる問題が顕在化してい
た 19世紀後半の合衆国社会では、政治的権利の範囲拡大も同時に進
行しつつあった。投票権は、州ごとに私有財産の有無や投票税徴収な
どで制限されてきたが、1850年代に収入による制限の撤廃が進み、
白人男性の普通選挙権が確立していった。移民の政治的権利を認める
ことについても同時期に議論が進んでいたが、移民排斥を主張する
人々からの圧力によって、それが成立に至ることはなかった。さらに、
1870年に制定された合衆国憲法修正第 15条には、「合衆国市民の投
票権は、人種、肌の色、あるいは過去における隷属の状態に基づいて、
合衆国あるいは各州により拒絶あるいは制限されてはならない」こと
が明記され、この修正条項をもってアフリカ系アメリカ人（以下「黒
人」と表記）の政治的平等が達成されたかにみえた。しかしながら、
20世紀の初頭までに、南部のほぼ全ての州において、修正第 15条の
裏をかき、人頭税や識字テストなどの方法を用いて黒人の権利が否定
されていくことになる。
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　筆者は、「国民の範囲」をめぐる問題が合衆国内外を横断して議論
される状況下で起こった、黒人投票権の剥奪を目的とした政治運動に
注目し、そこで描かれた政治風刺画の影響力を考察する研究を進めて
いる。そこで明らかになりつつあるのは、「白人が黒人によって支配
されることへの恐怖」を図像化して提示することによって、当時相当
数を占めた非識字者の政治動員を可能にしたという、図像表象が有し
た機能と役割の大きさについてである。この非識字者の政治動員は、
白人層の一体感を生み出すと同時に、白人貧困層が同様の経済水準に
ある黒人を自分たちとは異なる存在として（再）認識し、差別するこ
とを正当化する根拠を提供したという側面も有する。
　人種などの様々な属性による差異を強調することで「自己」と「他
者」を区別していく言説は、決して 19世紀末の南部社会に限られる
特殊な事例ではない。属性による差異をめぐって顕在化した政治と社
会の問題をめぐる議論は、合衆国の内外諸事を横断して行われていた
現象なのである。そこで本稿は、時代を先行あるいは同じくする他の
人種やエスニシティのグループに対して行われた広義の排斥運動に注
目し、それらの人々に対する不安や蔑視の感情が、どのように政治や
社会の問題と結び付けて図像表現されていたのかを検討していく。第
1節では、19世紀後半の合衆国の内外を横断して議論された他者排斥
の歴史的経緯について概観する。この作業を経て、続く第 2節では、
合衆国内の反移民感情に注目し、アイルランド系移民に対して示され
た蔑視感情の描かれ方を考察する。ここでは特に、合衆国社会に同化
できない存在としてアイルランド系の人々を印象づける一方で、かれ
らが「白人であること」によって得た政治的権利の不正な利用に対す
る怒りと不安が、図像表象において、どのように表現されていたのか
をみていく。そして第 3節では、海外領土の領有をめぐって顕在化し
た帝国主義の問題に焦点を当て、領有地の「人種的他者」に対するイ
メージが、どのように戯画表現されていたのかを検討する。以上の考
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察を通じて、「他者」をめぐる政治と社会の問題を言説化するために
共時的に描かれた図像のなかには、「他者」に対する一定の共通性を
もったイメージが含まれていることが見えてくるであろう。
1．19 世紀後半のアメリカ合衆国における政治・社会状況と人種・エ
スニシティ
　19世紀後半に合衆国で描かれた風刺画をみると、（勿論その特色は、
この時代に限ったものでないが）そこからは、混沌とした社会の状況
に対する緊張と不安を見出すことができる。ここでの関心に即して述
べれば、それは様々な人種やエスニシティの合衆国への流入によって
提起された「アメリカ的な本質」への問いであり、「他者」を区別し、
自己の優越性の確保に努める動きであったといえる。この節では、当
時の合衆国の社会および政治の状況について概観することで、顕在化
した諸問題に対して政治や社会がどのように反応したのかを示し、次
節以降で行う「他者表象」を分析する上での基盤を形成することを目
的とする。　
　19世紀後半の 50年間に合衆国に流入した移民の総数は、建国期の
人口の 4倍にあたる約 1,660万人に上る。これらの人々を惹きつけた
背景には、合衆国が有する広大な大地と、そこでの無限の可能性があっ
たが、移住した人々の出身国における経済的な困窮がなによりも大き
かった。特にアイルランドからの移民は、1840年代後半の大飢饉を
背景として急増し、1846年から 1851年までの間に 100万人を超える
人々が合衆国に移住した。ドイツやイギリスからの移民たちの多くが、
西部に広がる開拓地での自営農業を行うことを目的として渡米したの
と異なり、経済的に余裕のないアイルランドからの移民たちは、ニュー
ヨークやボストンなどの都市部に居住し、工業都市での低賃金労働を
担った。1
　同時期に多数の人々が入国した中国系移民たちも同様であった。中
18異文化
45
国の人口は、1700年から 1850年の 150年間に 1億 5000万人から 4
億 3000万人へと増加したのだが、この急激な人口増加に見合う開拓
農地が残されておらず、農村部の農民たちを苦しめた。これらの農民
たちは、都市部へと移動することで状況の打開を試みたが、アヘン戦
争（1840－ 1842）などの政治的・社会的な混乱によって生じた不況
によって、移民の送出が加速した。これらの背景から合衆国に渡った
中国からの移民たちは、1850年代に 4万人に上った。かれらの多くは、
金採掘労働に従事した他、山岳部における鉄道建設や都市部における
低賃金労働に就いたのだが、その多くが合衆国西部に集中していた。2
　合衆国に入国してくる移民たちを制限しようとする政治的な動き
は、1880年代に至るまで現れなかった。合衆国は、移民たちが積極
的かつ自発的に「アメリカ人」として同化するという楽観的な見解を
示しており、「人種のるつぼ」という表現を繰り返し用いることで、
この見解を正当化し続けていた。このような楽観論をギャリー・ガー
ストルは、「クレヴクールのアメリカ化神話」と呼び、この神話には、
以下の 4点が含まれることを指摘した。ガーストルによると、第一に
ヨーロッパからの移民たちは、故国を捨ててアメリカ人になることを
望んでおり、第二に移民たちのアメリカ化は容易かつ迅速に行われ、
そこには何の障壁もなかった。さらに第三に合衆国には、移民たちを
単一の文化、国家、人種に「溶解」し、アメリカ化するための地理的
余地と時間があり、第四に移民たちのアメリカ化の経験は、なにより
も旧世界からの隷属や貧困からの解放であったという。3
　しかしながら、この楽観論は合衆国社会の人々にとって共通の認識
であったとは言い難い。民衆の間では、様々な差異による差別や対立
が顕著になり始めていたからである。特にアイルランド移民に対する
蔑視の感情は、合衆国社会に脈々と存在した。アイルランド移民たち
は、公立学校に子どもたちを通わせることを拒み、カトリック信仰の
教区学校での教育を受けさせていた。このような状況を快く思わない
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人々は、風紀を乱す邪悪な存在として教区学校をみなす傾向があり、
1838年にはボストンにおいて修道院の付属学校が焼き討ちされた他、
1840年には教区学校の設立に公的資金を支出することをめぐって論
争が生じたのである。4
　アイルランド系移民に対する反感は、宗教的な差異に対する不安や
恐怖に留まらず、政治的な側面においても顕著に表れた。1790年に
制定された帰化法を見ると、そこには「合衆国民として帰化できる者
は、自由な白人に限られる」と明文化されていた。そのため、ヨーロッ
パから到来した人々は 5年という居住年数の条件を満たすことで帰化
することが可能であった。選挙権付与に関しても状況は同様であった。
1828年当初には、一定の財産保有や納税を条件とする選挙権規定が
多くの州で存在した。このような規定は徐々に撤廃が進み、1860年
にはサウスカロライナ州を除いて存在しなくなった。5　故にヨーロッ
パからの移民たちは居住期間を満たすことで、帰化及び投票する権利
を得ていたのである。当時の政治政党は、これらの市民権を得た移民
たちを魅力的な票田と考え、仕事の斡旋などを約束することを通じて
支持を糾合しようと試みていた。合衆国社会の主流を自負する人々は、
政治家による移民票の利用を脅威と捉えて徹底的に批判したのだが、
この動きは 1850年代には第三政党の結成までをも帰結した。6
　ここで強調しておくべき点は、アイルランド系移民たちに向けられ
た蔑視の感情は、移民としての入国を制限するような動きには結びつ
かず、あくまで入国してきた移民が政治的な影響力を増幅させようと
する試みに批判が向けられていたという事実である。このようなアイ
ルランド系移民に対する政治的排除とは対照的に、中国から入国した
移民たちは、1882年の排華移民法を通じて合衆国への入国が禁止さ
れることになる。1850年代当初は、低賃金で働く中国系移民たちは、
労働市場において歓迎されていた。しかしながら、この低賃金労働者
の労働市場への参入は既存の労働者の低賃金化を招き、労働者間の対
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立を誘発したのである。また、チャイナタウンを築き、出身国固有の
文化を固持することに努めた中国系移民の行動は、「アメリカ文化」
に同化しない存在としてかれらを印象付け、排斥感情を高める要因と
なった。チャイナタウンは、犯罪の温床とみられ、1870年代に入ると、
そこでの売春をめぐる問題が顕在化していったのである。これらの要
因を背景として、中国系移民への憎悪感は高まっていったのである。7
　みてきたように、19世紀後半の合衆国社会は出自を異にする多様
な移民の入国と、それによってもたらされた多くの諸問題に直面して
いた。拡大を続ける合衆国の領土が移民たちを惹きつける要因となっ
ていたことは既に述べたが、西方へと進められてきた大陸内の領土拡
張は 19世紀末に限界に達する。同時に合衆国内の経済は、世紀転換
期に近づくにつれて悪化と改善を繰り返すようになり、国内では様々
な労働対立が生じていた。特に、農産物価格の下落を背景として
1890年代に勢力を拡大した人民党運動は、農民に限られず様々な層
の労働者からの支持を獲得し、二大政党を震撼させる勢力を築きつつ
あった。
　帝国主義的な熱気は、上記で述べた 19世紀末の合衆国社会に顕在
化していた様々な社会不安から合衆国民の目をそらし、愛国的な空気
の中に国民を置くことで、かれらに一体感を持たせる機能を果たした。
合衆国史上初の対外戦争である米西戦争は、キューバの対スペイン独
立闘争に端を発する。連日伝えられるキューバに対するスペインの残
虐行為は、合衆国民の同情的な世論を煽った。さらにハバナ港に駐留
していた合衆国軍艦メイン号の爆発事件（1898年 2月 15日）を契機
として、合衆国の世論は一気に戦争支持へと向かった。同年 4月 25
日の宣戦布告によって米西戦争は開戦したのだが、わずか 3カ月でこ
の戦争に勝利した合衆国は、旧スペイン領のプエルトリコとフィリピ
ンを獲得した。8
　この米西戦争の開戦当初から、合衆国内では他国の領土を獲得し、
18異文化
48
合衆国が伝統的な帝国主義国家となるか否かをめぐる論争が繰り広げ
られていた。特に海外領土の領有をめぐる問題は、直接的に人種の問
題と結びつけて議論され、帝国主義者・反帝国主義者の双方が異なる
人種によって引き起こされる問題を自らの主張を正当化する根拠とし
て利用していたのである。例えば、反帝国主義者のイグネィシアス・
ドネリー（Ignatius Donnelly）は、「キューバで裸の未開人がバナナを
パクついている図は、アメリカの文明人が職がないために自殺する光
景にくらべればそんなに悲しいものではない」と述べて、合衆国によ
る同国の領有に反対した。一方の帝国主義者のウィリアム・A.ペッ
ファーは、「我々がフィリピン諸島を必要とする理由は、（フィリピン
諸島の―引用者）住民たちを文明人にする助力ができるからだ」と主
張し、フィリピンの領有及び同国のアメリカ化を正当化している。9
　述べてきたように、19世紀後半の合衆国では移民をめぐる国内の
問題と米西戦争を通じて獲得した領土領有をめぐる国外の問題の双方
において、共に人種やエスニシティに関する大きな問題に直面してい
たのである。次節以降では、同時期に描かれた政治風刺画の分析を通
じて、これらの広義での「人種問題」がどのように表現されていたの
かを検討していく。
2．移民の政治動員への反発と戯画表現
　前節では、主流を自負する白人たちにとっての「他者」をめぐる諸
問題を、移民問題と対外戦争で得た領土住民をめぐる問題とに整理し
て概観してきた。これらの前節で確認しきた事項を踏まえて本節では、
19世紀後半当時に流行した絵入り新聞に注目し、そこで描かれた風
刺画がどのような意図をもって「主流にそぐわない他者」を表象して
いたのかを考察することを目的とする。ここでは特にアイルランド系
アメリカ人とかれらの政治状況を主題とした図像を中心に分析してい
くのだが、まずは絵入り新聞の勃興と流行について、その流行の度合
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いが顕著であったニューヨークに限定して確認する作業から始めよ
う。
　合衆国における新聞の大衆化は、1830年代に始まった。当時、手
動で行われていた印刷は、蒸気で行われるようになり、平台印刷機や
円圧印刷機の登場によって、新聞をより速く印刷し安価での提供が可
能となった。さらに 1860年になると、印刷機の円柱の型に合う鉛版
が開発され、これの採用によって印刷速度はさらに向上した。そして、
これらの技術革新によって、新聞紙面に挿絵を挿入することが可能に
なったのである。10
　1900年までの間にほぼ全てのニューヨークの新聞紙面に挿絵が掲
載されるようになったのだが、その走りとなったのは、Frank Leslie's 
Illustrated Newspaper（FLIN）と Harper's Weekly（HW）の二紙である。
FLINは、1855年に創刊され、多数の記者と画家を雇い、犯罪などの
社会的内容から趣味・娯楽に至るまで様々な内容の記事と挿絵が紙面
を埋め尽くしていた。FLINは南北戦争の終結（1865年）とともに記
事の内容に変化が現れ、1857年に創刊された HWと競い合うように、
政治色の濃い記事と風刺画を掲載するようになった。HWは、ドイツ
生まれの風刺画家トマス・ナスト（Thomas Nast）による挿絵で評判
となり、南北戦争期には、10万部を超える発行部数を誇っていたと
いう。ナストは、「合衆国の風刺画の父」の異名を持ち、同国の政治
風刺画に登場する主要なメタファーである象（共和党）、ロバ（民主党）
アンクル・サム（合衆国を象徴する男性像）、ミス・コロンビア（合
衆国を象徴する女性像）などを体系化した人物として知られている。
これらの初期に創刊された 2紙の他にもニューヨークには、Puck
（1876-1918）、Judge（1881-1939）、New York Daily Graphic（1873-1889）
などの絵入り新聞が存在した。11
　ここで強調して指摘しておくべき点は、1800年代後半のニューヨー
クで風刺画を描いていた画家たちの多くが、ヨーロッパから渡来して
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きた人々であったという事実である。絵入り新聞は、合衆国よりも一
足先に 1840年代のイギリスで流行が始まっており、Illustrated London 
Newsに風刺画を提供していたマット・モーガン（Matt Morgan）やフ
ランク・レスリー （Frank Leslie）をはじめ、多くの画家たちが合衆国
に移住していた。L.ペリー・カーティスは、図像に現れるイメージ
の諸特性、とりわけ戯画化されたアイルランド人イメージは、これら
の画家たちが合衆国に持ち込んだことを指摘している。12
　それでは、アイルランド人に対するイメージとは、どのようなもの
だったのであろうか。以下では 3点の図像を取り上げて、その具体像
に迫ってみたい。パディ（Paddy）と呼ばれる猿に戯画化されたアイ
ルランド人に対する表象は、1860年代から 1870年代にかけて形成さ
れたという。同時期の合衆国で描かれた図像群にみられるパディの特
性は、無知、非道徳、政治家に買収されやすい性格、安定しない職業、
宗教的狂信性、ギャンブル好き、下品で派手な服装などがみられるの
だが、ジョン・J．アペルは、Puckに現れるこれらのイメージが、黒
人に対して向けられるイメージと類似している点を指摘している。19
世紀後半の当時において、アイルランド系の人々は、「白い黒人（white 
negro）」と呼ばれており、彼らの心性に対するイメージもまた、この
呼称と連動して機能していたといえる。13
　このような心性、気質を付されたアイルランド系の人々は、合衆国
社会にそぐわない存在として印象付けられ、社会に混乱をもたらす要
因として描かれたのである。先述したように、合衆国西部のカリフォ
ルニア州では、中国系移民たちの大量移住によってもたらされた労働
対立が深刻化していたのだが、かれらの競合となり得たのは、中国系
よりも先に移住し、低賃金労働に就いていたアイルランド系の人々で
あった。ここで、Fig.1を見てみよう。この 3コマで描かれた図では、
アイルランド系のパディ（左）と弁髪でイメージ化された中国系（右）
が共同でアンクル・サム（合衆国）を飲み込もうとしている姿が描か
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れている。物語の終盤（第 3コマ）では、パディまでもが中国系の人
物に飲み込まれてしまっており、飲み込んだ中国系は第 1コマよりも
明らかに肥大し、パディがかぶっていた帽子を手に入れている。この
図が伝えようとしているのは、なによりも合衆国そのものがグロテス
クな移民たちに飲み込まれる姿であり、両者の「飲み込み競争」、つ
まりは労働対立という問題は、解決をみないというメッセージである。
 
Figure 1: Artist Unknown, “The Problem Solved,” White and Bauer (San 
Francisco), Published between 1860 and 1869.14
　移民をめぐる問題は、合衆国東部においても同様であった。次にみ
る Fig.2は、当時さかんに描かれた「人種のるつぼ」の表象である。
この図では、すり鉢に入れられた多種多様な人々を、ミス・コロンビ
アがスプーンで混ぜている姿が描かれている。すり鉢の淵に立ってい
る人物がパディである。彼は緑色の背広と靴下を身に着け、緑色の旗
を持ち右手に持つナイフをむき出しの牙と共にミス・コロンビアに向
けている。彼女も負けまいと睨みつけるような表情をパディに向けて
いる。「すり鉢」に注目すると、そこには「市民権」と記されており、
スプーンには、「平等な権利」と記されている。つまりは、この図の
タイトルが示しているように、アイルランド系は合衆国に同化し得な
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い要素であり、平等な権利に
値しないことを暗に示してい
るといえる。
　もう一点ここで確認してお
きたいことは、「すり鉢」に
入れられた人々についてであ
る。そこには、白人のみが見
られ、このことからは黒人や
アジア系などの人々を、市民
に溶解する対象から除外する
意図が読み取れる。
　当時の新聞の多くは、政党
色が強く表れており、先に言
及した絵入り新聞の多くが共
和党支持であった。特に HWは、共和党の急進的な人種平等政策の
思想を支持しており、その特色はトマス・ナストの描く図像に強く反
映されていた。サミュエル・J.トマスによると、共和党支持の勢力が
強固なニューヨークの政治状況のなかで、Puckは特異な傾向を示し
ており、支持政党に縛られず社会の汚点を徹底的に批判する立場に
立っていたという。15
　Puckが最も熱狂的に批判を向けたのは、当時の政治腐敗について
であった。19世紀後半のニューヨークには、タマニ ・ーホール（Tammany 
Hall）と呼ばれる政治マシーンが存在した。このタマニー・ホールは、
1820年代後半頃から大量に流入してくる移民に対して住居や仕事を
与え、かれらの帰化条件を整える役割を担っていた。移民への配慮の
背後には、「将来の票田」であるかれらを政治的に囲い込むことが目
的としてあった。移民の支持を受けて成長を遂げたタマニー・ホール
は、1870年代にウィリアム・M.トゥイード（William M. Tweed）を中
 
Figure 2: C. J. Taylor, “The Mortar of 
Assimilation and the One Element that 
Won't Mix,” Puck, June 26, 1889.16
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心とするボス政治家によって支配力を強化し、頂点に達する。ニュー
ヨーク市政を完全に牛耳った彼らは、資本家との癒着により、政治腐
敗をさらに進行させた。17
Figure 3: Bernard Gillam, “The Bugaboo of Congress,” Puck, February 4, 
1885.18
　Fig.3では、アイルランド系の人々の投票を表象する不気味な創造
物が描かれている。この創造物に注目すると、そこからは、政治風刺
画においてアイルランド系の人々が向けられていた蔑視感情に共通す
る典型的な要素が浮かんでくる。猿の顔で表現されたこの巨大な創造
物は、その左手に暴力を想起させる棍棒を持ち、投票箱の上にふてぶ
てしい態度で座っている。今にもはち切れそうなベルトには、「アイ
ルランド系の票」と記されている。さらに背中には、この不気味な存
在が実は精巧な構築物であることを示す動力が描かれている。発条の
ように描かれたこの動力の先は、空気を送りこむポンプになっており、
そこでは数名の男性たちがロープを引いて懸命に空気を送り込もうと
している。ポンプには、「扇動」という文字が記されており、ロープ
を引く人物の一人（一番左側）のポケットには、新聞のような物が入っ
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ている。アペルによると、この人物は、Irish Worldというニューヨー
クで発行されていた新聞の編集長パトリック・フォード（Patrick 
Ford）だという。19　図像の右側には、多くの議員たちが創造物に対し
て祈りを捧げており、その忠誠心を示すような法案の数々を創造物に
奉納している。目に着くいくつかの法案の内容には、「イギリスに対
する弾劾」、「フィニア会員（アイルランド独立を目指した秘密結社）
への共感」、「ダイナマイトの生産を制限する法案」（破り捨てられよ
うとしている）などが記されている。
　これらの図像から読み取れる諸事項に対して、解釈を加えていくと
以下のようになるであろう。創造物の巨大化はアイルランド系の人々
の政治力と権力の肥大化を示しており、創造物が持つ棍棒と、その尻
の下敷きとなった投票箱は、選挙の不正操作を暗に示している。アイ
ルランド系の新聞によって、多くの議員たちが創造物を崇拝するよう
に扇動されており、もはやこの邪悪な異教徒の為にのみ議会が存在し
ている状況が描かれている。つまりは、図像の全体を通じて示そうと
しているのは、アイルランド票を操作の対象としてきた政治マシーン
が、逆にアイルランド系の人々に利用されている状況についてである。
　図像の分析を通じて示してきたように、アイルランド系の人々に対
する合衆国社会の反応は以下のようなものだった。それは第一に、移
民として合衆国に大量に入国してきたアイルランド系の人々は、合衆
国社会に溶け込むことができない存在であり、かつ合衆国に不和をも
たらす要因とみなされていた。第二に、この不和とは、「白人である
こと」を通じてアイルランド系住民が得た政治的権利が、不正に行使
あるいは既存政党に操作されることによって、政治腐敗が進行してい
る状況についてであった。これらの諸点を踏まえた上で次節では、合
衆国の帝国主義論争を通じて顕在化した「他国の異なる人々」をめぐ
る言説が、どのように当時の図像に現れていたのかを考察していく。
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3．海外領土住民に対する教育・保護の言説と戯画表現
　第一節において述べたように、20世紀転換期の合衆国は、西部フ
ロンティアの開拓を終え、大陸内での領土拡張が限界に達したことに
より、フロンティアへのまなざしを海外諸国へと向け始めていた。米
西戦争を契機として本格化する合衆国による海外領土獲得をめぐって
は、様々な形でそれを肯定・否定する意見が交わされたのだが、双方
の意見に共通してみられるのは、「明白な運命」（manifest destiny）や「白
人男性の責務」（white man's burden）といった合衆国に伝統的にみら
れるフロンティア思想に対する問いにあったように思える。この節で
は、20世紀転換期に描かれた合衆国の帝国主義論争に関わる図像を
取り上げ、特にルイス・A.ペレッツ Jr.の研究に依拠しつつ、これら
の図像に現れる「他国の他者」をめぐる言説の諸相に迫ってみたい。20
　合衆国は、1898年の米西戦争での勝利を通じて、キューバ、フィ
リピン、プエルトリコなどの領有をめぐる問題に直面していた。先行
研究では、これらの地域と合衆国の間における発展の度合いや、力の
差が合衆国の帝国主義化を正当化する根拠となっていたことが示され
てきた。合衆国のラテンアメリカに対する態度を風刺画の広範な収集
によって示したジョン・J．ジョンソンの研究では、これらの地域を
女性や子どもや黒人として描くことが、その表象における特徴である
と指摘されている。つまりは、海外地域の住民を「庇護し教育すべき
存在」として描写していたのである。このような態度は、描かれた図
像に限られず、議会などの公的な場での発言においても如実に現れて
いる。クリスティン・L・ホガソンの研究によると、帝国主義者のフィ
リピン諸島に対する態度には、「男らしい合衆国像」が頻繁に表れて
いたという。つまりは、合衆国の帝国主義者たちの発言からは、フィ
リピン諸島の人々に伝統的な家父長的規律を教示し、自立して自らの
家族（国家）を守れるように教育していく意思が示されていた。この
点に加えて、ホガソンは、フィリピン諸島への帝国主義者の蔑視の態
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度には、同地域を子どもとして
みなし、自治能力に欠けるこれ
らの地域の人々が自立できるま
で、合衆国が保護・管理する必
要性を説く意図があったことを
指摘している。これらの諸点を
確認したうえで、以下では帝国
主義論争に際して出現した「他
国の他者」をめぐる言説におい
て「庇護と教育の必要性」が、
どのように図像表現されていた
のかを検討していく。21
　アペルが言及していたよう
に、アイルランド系の人々に関する風刺画では、かれらの気質や心性
に対するステレオタイプが、黒人に対して向けられるそれと酷似して
いた。アペル論文は、G.W.オルポートがまとめた白人による黒人に
対する蔑視イメージの類型化を援用し、アイルランド系に対するイ
メージにおいても、その諸類型に現れる特性が共通していることを示
した。このような風刺画におけるステレオタイプ化された表象は、他
国の人々を「黒人化」して描く際にも同様であった。ここで、オルポー
トがまとめた 18種の類型のなかで、「情緒的不安定」、「無情で騒々し
い」、「無知な」という 3点の黒人イメージをもとに、一枚の図像を検
討してみよう。22
　Fig.4では、黒人の子どもに表象されたキューバが、「独立」と記さ
れた木馬を壊してしまい、頭を抱えた姿が描かれている。その傍らで
はアンクル・サムが読んでいた報告書をおろして、呆れた表情で少年
を見つめている。キャプションにあるように、この図像は、「合衆国
によるキューバへの内政干渉の準備」について描いたもので、キュー
Figure 4: “No Title,” Literary Digest, 33 
(October 6, 1906).23
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バは合衆国が用意したプレゼントを自ら台無しにしてしまっている。
　このように、無知で情緒不安定で騒々しい子どもに対して、合衆国
が「文明化教育」を施すことの必要性が当時の図像では盛んに描かれ
た。ペレッツは、図像に現れる合衆国側の言説にみられる特徴として、
以下の諸点を挙げている。それは第一に、合衆国に対して親権者とし
ての役割を付与することである。現れる図像群をみると、そこからは、
子どもたちに文明の利を授けるために、懸命に育児に励むアンクル・
サムや政治家の姿が描かれている。その表情は多岐にわたり、微笑ま
しい笑顔で子どもに接する姿が描かれる一方で、騒々しい子どもに対
して疲弊しきった表情で描かれたりもしていた。24
　第二に、大人の女性としてキューバが描かれる際には白人として描
かれ、キューバが女児として描かれる際には黒人といったように、年
齢・人種・性差の属性を表す表象には、それぞれの特徴がみられる。
この点についてペレッツは、それぞれの属性が有する社会的意味を強
調しており、大人の男性は権威や責務を伴うといった伝統的な性規範
に基づいて表象行為が行われていることに主因があると指摘してい
る。ここで興味深いのは、合衆国については、伝統的な性規範に逆ら
う形の表象が好んで描かれた事実である。先にみた Fig.4のように、
父親としての責務を果たすアンクル・サムの姿が多く描かれていたの
だが、それらの図像では、乳母の服装でバギーを押す男性政治家の姿
が描かれるなど、ジェンダーに関わる表象における逆転もみられる。25
　「文明化教育」を図示する際に好んで表現されたのは、「風呂に入れ
る」ことと「自転車の乗り方を教える」という行為についてである。
このどちらの行為も文明化の為のレッスンを表しているのだが、ここ
では「風呂に入る」という行為が示す意味について注視してみよう。
ペレッツによると、子どもを風呂に入れ、清潔に保つという行動は、
文明化の条件への第一歩であり、「清潔という問題は、公衆衛生の問
題だけでなく、特に文明への規律と感性といった新しい文化的なシス
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テムや北アメリカの帝国主義運営における重要な市場への移行を想像
させること」26を意図していたという。
　1899年 6月 10日付の Judgeをみると、ウィリアム・マッキンレー
大統領（William McKinley）がフィリピン人の子どもを「文明」の川
で洗おうとしている姿が描かれている。その子どもは、槍を持った野
蛮な種族として描かれており、泣き叫びながらマッキンレーが行おう
としている行為に抵抗している。後方には、すでに「文明化の入浴」
を終えた二人の子ども（キュー
バとプエルトリコ）が星条旗
の服を笑顔で着ようとしてい
る姿が描かれている。これら
の二人の子どもたちは共に黒
人として描かれているが、フィ
リピン人と比較すると、「入浴」
の前後の表情の変化（つまり
は満足感）が加えられており、
それによって両者に明らかな
違いが付与されているといえ
る。
　類似した表現は、Fig.5にも
見られる。この図では、レオ
ナード・ウッド将校（Leonard Wood）が殺菌剤、灰汁、昇汞といった
様々な洗剤を駆使して、「野蛮人」に表象されたキューバ人をブラシ
で洗っている姿が描かれている。この図でも、「文明化の洗礼」を受
ける対象が、それに対する抵抗もできずにただ泣いている姿が表現さ
れている。
　図像表象において、「入浴による文明化の洗礼」という試みが示さ
れた一方で、合衆国（アンクル・サム）が授業を通じて「文明化」が
Figure 5: R. C. B. Jyoman, “No Title,” 
Literary Digest, 22 (March 30, 1901).27
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必要な子どもたちを指導する姿もまた、当時盛んに描かれていた。し
かしながら、「野蛮人」に対して施される教育は、困難を伴う試みと
して描く手法が目立っている。その最たる例として、Fig.6を見てみ
よう。この風刺画では、「合衆国による自治の最初の授業」というタ
イトルの教科書と「フィリピン、キューバ、ハワイ、プエルトリコへ
の最初の授業」と書かれたメモ書きが教卓の上に置かれている。アン
クル・サムは、指示棒を持ち、その目線を前列に座っている 4人の不
機嫌な表情を浮かべた幼児たち（右からキューバ、プエルトリコ、ハ
ワイ、フィリピン）に向けている。彼らには机や教科書が用意されて
おらず、ただ座っているだけである。この不機嫌な幼児たちの後方に
は、明らかにかれらよりも成長した子どもたちが描かれている。
　この子どもたちは、2列目右「カリフォルニア」、左「テキサス」3
列目右から「ニューメキシコ」、「アリゾナ」、「アラスカ」と記された
教科書を持ち、「アラスカ」以外は、白人児童として描かれている。
教室の隅の方には、教科書を逆さまに読んでいる先住民の姿が、教室
Figure 6: Luis Dalrymple, “School Begins,” Puck, January 25, 1899.28
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の外では廊下の窓を拭いている黒人の少年が、そして、中国系とみら
れる少年は、学校に入ることが出来ずに外で立ちすくんでいる。後方
の黒板には、イギリスによる統治は、植民地の承諾なしに行われてき
たが、この統治が植民地を世界文明の境地に導いてくれたと述べた上
で、合衆国も「領有する地域が自主政府を築けるようになるまでは、
それらの地域を統治しなければならない」と記されている。図像から
読み取れるこれらの情報から導き出される意図は、最前列に座らされ
た「問題児たち」である領有地住民が、後方に座る「優秀な生徒」と
同一の合衆国民になり得るかという問いである。同時に合衆国民の境
界を限定する空間としての「教室」は、その外部空間を併せて描くこ
とで、領有地住民たちが進む未来がどちらに向かっているのかを読み
手に想像させる。つまりは、すでに権利を否定された黒人には「教育
よりも労働」を、文明化への道の自主的な選択肢を与えられている先
住民は、アンクル・サムから目を向けられることが決してない教室の
隅に追いやられ、さらには合衆国への入国を否定された中国人は文字
通りに門戸の外側である「完全なる外部空間」に配置されたのである。
結び
　以上みてきたように本稿では、19世紀後半の新聞メディアに描か
れた風刺画の分析を通じて、合衆国の主流社会にそぐわない存在とし
て位置付けられてきた人々に対する表象言説の諸相を明らかにしてき
た。そこで最後に、ここで明らかにしてきた諸点を振り返ると共に、
今後の展望を示すことで本稿の結びとしたい。
　19世紀後半の合衆国に到来した移民たちは、それぞれが到達した
地において様々な差別や排斥の対象とされていた。本稿では特に、ア
イルランド系の人々（やそれを利用しようと目論む政党政治）が社会
や政治に及ぼしつつある影響に対する合衆国社会の危機意識を探って
きた。そこでは、白人であれば当然有するべき「徳」を持たないアイ
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ルランド系は、もはや普通の人間とはみなされず、進化の遅れた猿に
見立てた存在として描かれており、同一の合衆国民として包摂し得る
対象ではないということが示されていた。しかし現実には、市民権付
与の条件が「白人であること」と規定されおり、このことはボス政治
家たちにとってアイルランド系移民への市民権付与が直接的に自らの
政治的影響力を強めるための手段と結びつくことを意味した。この状
況は、むしろアイルランド系移民の利用を主たる政治力に換えようと
試みる悪徳政治家への批判という形で結実し、移民票を通じて政治マ
シーンが肥大化していく様相が積極的に風刺画のなかで描かれていた
のである。
　これらの国内に入国してくる移民たちの同化と政治的権利が問題視
されていた一方で、20世紀転換期の合衆国社会は、国内の飽和状態
を脱するために海外へとその目線を移し始めていた。ここで見てきた
図像では、これらの領土住民を自治能力に欠けた人間として位置づけ
ることで、合衆国民の範囲を巡る問題から完全に除外していた。むし
ろそこで描かれていたのは、「白人男性の責務」や「明白な運命」といっ
た合衆国の伝統的な価値観・思想に基づいた領有地住民への文明化の
必要についてである。図像表象のなかで描かれていたのは、薄汚く野
蛮な子どもたちを「文明の聖水」で洗浄し、教育を施すことで、かれ
らを文明の理に基づいた自治を行えるように導こうとする姿勢であ
る。しかしながら、それぞれの図像に描かれる子どもたちは、不機嫌
で反抗的な態度を示しており、これは各地における合衆国への反乱と
同様に、合衆国による文明化の試みが一筋縄ではいきそうもない状況
が忠実に示されていたといえよう。
　最後に強調しておきたいのは、「他者」として位置付けられたアイ
ルランド系の人々や領有地住民たちに向けられた蔑視の諸特徴が、黒
人を差別する際に用いられてきた性格や気質に関わるイメージと同様
のものであった事実についてである。このような態度は、現実世界で
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遭遇する人々に対するイメージを超えて、図像にも明らかに表れる特
徴であったといえる。つまりは、黒人と同一の下位集団とされた人々
に対しては、スイカなどの黒人を抽象化する事物と共に描かれていた
ほか、「汚れた色」を落とすという行為、人物の巨大化によって肥大
化した権力という主体を描く行為は、蔑視をもって描かれた黒人イ
メージとの共通性を指摘できるのだ。これらの確認してきた諸点を踏
まえて、今後の研究では、20世紀転換期の風刺画に描かれた様々な
表象言説において、それぞれの図像が各々に与えた影響の相関関係に
ついて検討していきたい。29
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